
精神障害者雇用状況

平成21年度
障害者雇用
職場改善好事例

最優秀賞

精神障害者雇用の経緯

従事作業

事業所の概要

　平成15年に神奈川県精神保健福
祉センターの推薦を受け、1名の精神
障害者を職場実習で受け入れる。その
後、3ヶ月間のトライアル雇用を経て
嘱託社員として採用。平成16年から
は、精神障害者を対象にした就労支援
プログラムを開発し、障害者委託訓練
事業とし実施する。障害者委託訓練修
了者を中心に、精神障害者の雇用を積
極的に進めている。

●

●

富士ソフト企画株式会社（神奈川県鎌倉市）

フレックスタイム制、カウンセリング室の
設置等、多彩な就労支援システムを構築

　平成3年1月ソフトウェアメーカーの富士ソフト株式会社の子会社として設立。平成
12年4月に特例子会社（Ｐ７参照）として認定される。平成12年当時は身体障害者
中心の採用であったが、平成13年から知的障害者、平成15年4月から精神障害者
の採用を進めている。
　社会貢献の一環として、社員による鎌倉海浜公園プールの壁画作成、地域の就労支援
機関と連携して障害者委託訓練事業を実施している。

68名
Web制作、データ入力、名刺・パンフレット
等の印刷物制作、システム保守・管理、映
像編集、研修講師、庶務業務等

名刺作成、データ入力、ホームページ作成、サーバー管理、印刷物全般の製作、ダイレ
クトメール発送、生命保険・損害保険代理店業務、障害者委託訓練業務

■従業員数：170名
▶うち精神障害者

主な事業内容
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勤務時間の配慮1
相談・コミュニケーシ

ョン
2
メンタルヘルスケア3
職務遂行4
障害者委託訓練5
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平成21年度障害者雇用職場改善好事例 最優秀賞

詳細は11ページより紹介▶
取り組みの概要

キーワード 改善前の状況 改善内容 改善後の効果

勤務時間の
配慮

精神障害者の疲労の
蓄積や体調管理に配
慮できるよう、勤務時
間を柔軟に設定する
必要があった。

入社時に短時間（1日5～6
時間）から勤務することを可
能とした。コアタイムなしのフ
レックスタイム制を導入した。

改善策

1
段階的に勤務時間を延長する
等して、３割がフルタイムに
移行した。

相談・
コミュニケーション

従業員の職場定着の
ための相談体制を整
備する必要があった。

カウンセリング室を設置した。
改善策

2
カウンセリングを通じて、精
神障害者の体調や不安等を把
握しやすくなり、職場定着に
つながった。

メンタル
ヘルスケア

職場定着を進めてい
くためには管理監督
者の部下に対するケ
アが重要と判断した。

管理監督者に対する研修を
実施。

改善策

3
部下との接し方について理解
が進んだ。メンタルヘルス・
マネジメント検定に挑戦する
ことになった。

職務遂行
体調不良で休んだ時
のために部署内でフォ
ローできる体制を構
築する必要があった。

単独で作業せず、チーム、
ペアで作業する体制とした。

改善策

4
チームでフォローできるため、
作業が滞らずに進行可能と
なった。

職務遂行
障害特性に応じた指
導方法を検討する必
要があった。

具体的で丁寧な指示をしてい
る。昇進・昇格は本人の意思と
能力を勘案して慎重に行った。

改善策

5
スキルアップしてサブリー
ダーとして活躍する人材がで
てきた。

障害者
委託訓練

精神障害者雇用を更
に進めていくことや、
精神障害者のスキル
アップの方策を検討し
ていた。

障害者委託訓練（Ｐ６参照）を
実施し、精神障害者に対する就
労支援プログラムを行った。

改善策

6
通算で200名弱が受講。そ
のうち７割が就職（富士ソフト
企画及び他社への就職）して
いる。

1

2

3

4

4

5
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富士ソフト企画株式会社（神奈川県鎌倉市）

企業の声

従業員の声

　今後の障害者雇用のテーマとして「自立
と貢献」、「生涯働ける会社」を目標として
います。社員には、働く上で必要な社会

性、責任感を持ち、会社を支える人になって欲しいと思っています。
また、自分の仕事を通じて社会に貢献して欲しいです。
　障害に応じた配慮をしながらも、社員個々の能力を伸ばし、「生
涯働ける会社」につなげていきたいと考えています。
　現在、親会社からの委託業務が中心ですが、IT技術に特化した
会社の特徴を活かしながら業務の幅を広げ、会社としての自立も
目指していきたいです。

　面接時には、本人が病気のことを正しく
認識しているか確認します。病状やケアが
必要な場面について時間をかけて把握を
します。自身の病状を理解していれば、体調不良時には早めに休
む、上司、カウンセラーと相談する等、対策が立てやすくなります。
また、発症後、過去の経歴、スキルを十分に発揮できないケース
もあるので、面接だけでなくトライアル雇用制度を活用して、本
人の適性や体調の変化を把握することも有効といえます。

●代表取締役社長　長嶋 龍平さん ●取締役　渡辺 芳明さん

●堀越 隆之さん サブリーダー
　親会社から依頼される仕事が多いので、親会社のニーズを的確
に掴んで仕事に取り組むようにしています。体調管理も重要なの
で納期を見極めながら、できないときには断る勇気も必要だと考
えています。

●永瀬 英二さん サブリーダー
　自分が行う作業の目的を把握することに努めています。例えば、
依頼されたファイリング作業を行うことで、親会社の事務作業が軽
減され、残業が減る等、どのように貢献できるかを理解しながら取
り組むようにしています。

●Ａさん　
　業務を進める上で、親会社の社員と密接にコミュニケーションを
図ることが重要と考えています。自分の業務に関わる方だけでな
く、他のフロアーの方にも積極的に挨拶をしています。それがきっ
かけで、仕事を教えてもうことも増え、自分のやりがいにつながっ
ています。

●Ｂさん
　週に1回、カウンセラーの方と相談できる機会を設けていただ
いているので、悩みがある場合には相談をしています。また、週
5日働けるように体力づくりに取り組んでいます。

▲秋葉原営業所の打合せ。右手前　秋葉原営業所長
の遠田千穂さん、右中央　サブリーダーの堀越さん、
右奥　サブリーダーの永瀬さん、左手前　Ａさん、
左奥　Ｂさん　

●槻田 理さん サブリーダー 
　訓練生に対しては上からの指導とならないよう、対等な目線で
同僚と接する気持ちで講義をしています。講師としてスキルの向
上のために勉強も続けています（入社後にVBAエキスパートの
資格を取得）。入社して3年経ちますが、仕事を通じて様々な経
験を積ませていただいたことに感謝しています。

●木村 健太郎さん
　パソコンを使用した訓練ではありますが、障害者委託訓練では
社会的スキル、働くためのコミュニケーションの取得を重視してい
ます。訓練生の皆さんに、訓練を通じて自信をつけてもらうため
に、講師と訓練生間のコミュニケーションを大切にしながら進めて
います。

●千田 裕子さん
　3年前に障害者委託訓練を受講しました。その当時の訓練生と
は今でも親交があり、支えになっています。訓練受講の経験を活
かして、訓練生の立場になってアドバイスができるようにしたいと
考えています。規則正しい朝型生活を送ることが体調管理には重
要と感じています。

●大柿 のぞみさん
　2009年の5～6月に障害者委託訓練を受講しました。当事
者の方が講師をしているということに驚きました。現在はアシスタ
ントとして勉強中ですが、先輩方のように講師となって訓練生の皆
様に就労支援の恩返しできたらいいなと思っています。

▲障害者委託訓練講師陣：左手前　サブリーダーの槻田さん、
左奥　木村さん、右奥　千田さん、右手前　大柿さん

大船本社（全員、障害者委託訓練修了者）秋葉原営業所

■ I N T E R V I E W ■
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平成21年度障害者雇用職場改善好事例 最優秀賞

キ
ワード 勤務時間の配慮1

相談・コミュニケーション2

改善策
紹介

■カウンセリング室組織体系図

カウンセリング室

経営陣

各
部
門

グ
ル
ー
プ
長 支援機関

家　族

社　員

経営直下の組織体制

上長を通さず直接相談
　例） ・人間関係
 ・通　勤
 ・就労時間

各機関と連携

医療機関

　精神障害者の疲労の蓄積や体調管理に配慮できるよう、勤
務時間を柔軟に設定している。
　採用された精神障害者の多くは、1日５～６時間の短時間
勤務から開始している。勤務時間は1ヶ月単位で変更が可能
であり、体調を見極めながら、職場の上司、カウンセラーと
相談の上、延長や短縮をしている。
　また、コアタイム無しのフレックスタイム制※を導入している
ため、通院や体調不良により出勤が遅れる場合にも、休暇を
取らずに勤務ができる環境となっている。
　これらの勤務時間の配慮により、雇用されている精神障害
者約70名のうち3割がフルタイム勤務に移行している。

　平成19年9月に「社員が心身ともに安定した職業生活を
送ること、そして社員の個性の発達と自己実現を支援すること」
を目的に、全従業員を対象としたカウンセリング室を設置（設
置要綱はＰ51参照）。現在は３名のカウンセラーが大船本社、
横浜営業所、秋葉原営業所を巡回し、従業員の相談に対応し
ている。
　入社して3ヶ月までは月に２回、カウンセリングの機会を設定。
また、従業員から電話やメールで予約を入れ、カウンセリング
を受けることも可能である。必要に
応じて、本人の了解のもと、上司や
家族、医療機関、就労支援機関が
同席し、様々な助言を得ながら相談
を行い、職場定着につなげている（Ｐ
52の「カウンセリング上の留意点」
参照）。

様 な々視点からの支援体制を構築、
就労の定着やさらなる雇用へと結びつく

柔軟な勤務時間の設定とフレックスタイム制の活用で
働きやすい環境に

３名のカウンセラーと支援機関との連携で職場定着につなげる

◀人材開発グループ

※フレックスタイム制…1日の労働時間帯を、必ず勤務すべき時間帯（コアタイム）と、労働時間帯の中であればいつ出社または退社してもよい時
間帯（フレキシブルタイム）とに分け、出社、退社の時刻を労働者の決定に委ねるもの。なお、必ずしもコアタイムを設ける必要はなく、全部をフ
レキシブルタイムとすることもできる。（厚生労働省ホームページより）

◀体調不良になった時に
休養がとれるスペース
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キ
ワード メンタルヘルスケア3

職務遂行4

富士ソフト企画株式会社（神奈川県鎌倉市）

カウンセリング室

研修 カウンセラー

管理監督者

各部署のリーダー
サブ・リーダー

障害者
aさん

障害者
ｂさん 障害者

cさん
障害者
eさん

A部署 B部署 C部署

部署内で互いに業務をフォロー

障害者
dさん

障害者
fさん

　管理監督者が、部下の過度な疲労や心理的負担に対して
配慮できるよう、「役職員研修」を実施している。研修対象
者は各部署のリーダー、サブリーダー以上としている。
　カウンセリング室のカウンセラーが講師として研修を行い、
研修対象者全員が大阪商工会議所主催の「メンタルヘルス・
マネジメント検定試験」のⅡ種（ラインケアコース）合格を
目指している。研修を通じて、部下との接し方について新た
な気付きが得られたとの声も挙がっている。

　体調不良で休んだ時に備え、部署内でフォローできる体制
を検討。障害者が１つの業務を単独で行うのではなく、チーム
またはペアで作業を行い、互いにフォローができるようにした。
職場配置については、障害種別で分けることをせず、個々人の
適性に応じて配置をしている。障害特性上発生する得意、不得
意についてチームで支えあいながら仕事を進めることが可能と
なっている。

管理監督者によるケアの重要性を研修

障害者をチーム、ペアで配置することにより、
円滑な業務が可能となる

　また、単独で作業を行うと「自分が休むことで迷惑をかける」
といった気持ちが強まるあまり、無理をしてしまったり、孤独感
を感じやすくなったりするという。ペアで採用、配置することで
職場定着にもつながっているという。

▲秋葉原営業所長の遠田さん ( 写真中央）は、カウンセ
リング室長を兼任。

◀リーダーの真砂さん。様々な障害をもった
従業員がいるが、従業員の個性を把握し、そ
の人にあった声かけに努めているという。
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キ
ワード改善策

6

職務遂行4

障害者委託訓練5

具体的に
丁寧に

ミスの原因を整理
失敗を繰り返さない

指　示

指　導 ミス・
トラブル

曖昧な指示曖昧な指示曖昧な指示曖昧な指示

個人の
責任追及
個人の
責任追及
個人の
責任追及
個人の
責任追及

職務 具体的に
丁寧に

ミスの原因を整理
失敗を繰り返さない

　精神障害者の職業上の特性として、必要以上に頑張りすぎてしまうことや
プレッシャーを感じやすいことがあるという。指導方法として、「責任は上司
がとる」という考えのもと、曖昧な指示をせず具体的丁寧な指示を心がけて
いる。ミスやトラブルに関しては、個人の責任を追及するのではなく、ミス
の原因を整理しながら同じ失敗を繰り返さないよう指導している。
　また、昇進・昇格については、プレッシャーにならぬよう本人の意思と能力
を勘案して慎重に行っており、現在ではサブリーダーとして活躍している者も
いる。

　精神障害者雇用を更に進めていくだけでなく、他企業にお
ける障害者雇用の推進に寄与することを目的に、就労支援プ
ログラムの開発を行った（Ｐ53の「職業リハビリテーション
プログラムカリキュラム」参照）。

具体的な指示と建設的な指導で成長を促す

特性に応じたきめ細やかな配慮と実践的プログラムで
就職率７割を達成

　開発したプログラムをベースに、平成16年から国の障害
者委託訓練を受託し、精神障害者に対する職業訓練を実施す
る。名刺作成の講義では職場で注文を受けたことを想定し、
グループで役割分担を決めながら作業を行い、プレゼンテー
ション演習ではスーツを着用し企業やハローワーク職員の前
で発表する等、実践的なカリキュラムが組まれている。障害
者委託訓練の評判が高まるにつれ、本社以外の場所で開催を
要望されることとなる。これまでに、東京都府中市、国立市、
埼玉県所沢市などで地域の就労支援センターと連携しながら
開催しており、通算で200名弱が受講している。
　障害者委託訓練を修了した精神障害者が講師として採用さ
れ、当事者として配慮して欲しいポイントを押さえながらきめ
細やかな運営がなされている。修了者のうち富士ソフト企画
または他社へ就職した者が７割に達しており、高い就職率を
誇っている。

▲大船本社での朝礼の風景

▲秋葉原オフィス

▲パワーポイント資料を作成し、参加者の前でプレゼンテー
ションを行う。

◀大船本社
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